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L総 ・ 陶器の製作に必民な第 l の~，q~である加熱の技術については、人類が火を
使用した随;かな証拠として原人段附にまでさかのぼるが、そのほかに火による物質
の変化として、本の民があとかたもなく灰と化し、あるいは土が赤く色づくような
現象に人煩はいく皮となく遭遇したであろう 。 また第 2 の~'*である J.と*を用い












~1I.r代に始まるが、 その技術はk く継続せず、 これに附する情報はしばらく途絶え
る。!I年代がドって、 LのIJ地fl:の性質をrfjび生前の'11へとり込んた証拠として、 1:
}，r}の暗にmいた日乾し肱瓦が丙アジアの新石器IJ年代初lIJに守場する。その lつイェ
















11 を集めた。その後純文上総では 、 さらに長崎県佐 |町民 リjN，iJ~嗣穴第阻周の|姥起級
文 L総、愛媛以上出おお除ill跡~~9 }fi;の隆起線文仁球、および長崎県佐世保IJ ~~ r:ui 
守il6Ji¥:泣跡の豆粒文 I-.:mなどの1 I:fri で 10000年よりも Ili~ 、年代が111 されている。 後
J91川イ~j~時代の細イl メJ とともに降起級文上器を出上した、悩}I:耐火第皿屑の11: 代は
政射1-IJ-L足来年代法から12700 500B. P.ω、焼けた砂般を試料とした熱ルミネツセン























































(1 0) 。 この 1>< 分は.'， fU先日~製作の開始JtfJの材質に l却する主要な指摘として、今日な











てつねに刺激をうえてきた。1896年には、レントゲンCW.K. Rdnlgcn 1845 1923)が、
X線の吸収広から絵11'日の版物の識別をすることを目的に鉛顔料の分析をおこなって
いる (11 )。それは彼がX線を発見した翌年である。またさきにみたドイツのクラプ



























































ックは 「土誌の虫鉱物分析予報 EU43 西イングランド石器時代上器のお行学的研
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れている水銀~との多くは 、 天然の辰砂を粉末にしたものが用いられたのであろう 。
一方水銀朱を化?哨に製造するんit.もある。それは水銀と硫黄とを)JII会!げヒ介処理し

















190211'-、 1'.¥;1I J，Ii次郎氏はイi(.~((年代の1.総 ・ l側、その他のill物に十J・ ~(i'寸る水虫U~之
をを"(I;，~する分析を 1試みている プJラベw内の'11央付近に。;点料をおき、これを)1熱
するという }ill、て"J'~べた 水銀朱てあれば'Il~抗酸カスを発'1:しながら Jj(iUとと もに
公化していき、ガラスn'・両端の冷却で冷やされて茶話しJ.l<sm央を作るか、ベンカラ
ではこのような変化は生じないという点に杭日して向行のぷ別をおこなった・J7.。



















顔料を、この}j訟で分析し、)J1l~りIJ!U誕の安行 i 式 -1:掠の亦色顔料にJMU~か川い
13 
られたものがあることを明らかにしている (39) また能者はliJじ方法で、京都市11':
ふ[x北内川小食IlIJ泣跡:1 1 :の北 I~ I川下回 11 式の浅鉢に伐る亦色顔料がベンガラであ
ること、また和歌山山北山村下J"GJI-泣跡tH上の制文後JY1"1 JWの花口仁器と浅鉢に;)<
~lHfミが冷布されていることを雌認している(~ 0)。





なりJと両者の関係を指摘している (41 )。 また、'11足)i之氏は両者の比較だけでな
くI{}袖とアルカリ袖に|到する化ヤ成分をとり上げて、技術lの系譜を考察した〈り'。
II~の緑端、 三彩、 l長袖に l則して多数の分析結県をもとに、それらの基本的な化





















































もっていることから、 t総の胎 L~I'からもそれを検出する I~st:みがなされている こ









ットレンダーCR.C.A.Holll詰ndcr)とシュリヒテノレレ(11.Sch 1 jch therle)であった。 ド


















































( 2 ) 研究のぷ:mと立義



































































Jf~ 4 節からJf~6 釘jの謀題は、いずれも考古学の rjlで指摘はされているものの、深
められていないと判断した点を材質の面からとりあげる。
第 4 節の J_誌の[nU.li~見象については、須恵器以降の尚温焼成の製品に対して、上
師器以前の L{.liの焼成にどの程度の温度が加わっているかをまず笹即し、比牧的低
温の焼成によっても、設rJt.機能を十分にそなえた回結した製品が生み出される以因
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第 1章 土器 ・陶器の製作地とその移動
1 はじめに














































































































































































































































































































海側とÁ'V洋側というような大きな地域区分だけでなく、大阪、 ~Uhj地方、 IIJ 除、











































































t下の向J必火山の日即Jによる jみとしてぷ:名である 。 北から大山、手IJ 向、新品、ェ.t~li!山、
わIltl!臼が1)~U '1¥1斗に接するように北点からI'HiJGへ辿なり、 三官品、御成品、八丈島、
背ヶ品が北州から同点へ列をなしている。これらの諸島と先史時代人のがi動につい
















3 純文中!日i阿玉台式七-l* ~ミ京 lm利島村 大石山遺跡
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第 i辺 stiJ:.'IJの告石鉱物 (マ十:多庇 ~ :少量)
も| 石 9を カリ長石 意1 角 泉 tE 紫 H 不 tf ;(E 火 砂 結
tt 波 ;迫 一，~ 敏 迭
初 通 員J 7 s 
fi t1 ‘T 斜 長 閃 主: B買 明 l鴎 山主支 食 ，，~ イ 正事 IJ;I 片
早1 i同 ト 長 鉱 ス~"I 
形 光 形 j診 造 石 石 石 母 石 石 石 物 主山王 苓山E 石.. 岩
++ ++ + + ++ ++ + + 
2 ++ + + ++ + + + 
3 ++ + + + + ++ + + + 
4 ++ + + + + + + + + + 十
5 ++ L! + + 十 + 


































っとも自然である。 その ljlでも、田原遺跡の~ff川系 l二日告は、その主たる分布が伊
労湾付近を来限とすること、また愛知県名 i町民r!ilJyぷf只塚の向型式の土日誌の分析
結果と比較してもよく矧似することなどから、この地域から新島へ迎ばれたIJ能性



























































素の煩似VI を検討したほか、 ~ti"打学的分析と X線マイクロアナラノザ一分析をJ[Jい
ている
この 1.tt分析から次のことがりjらかになっている。まず、 j)tj1:と顔料の組成から、















































































































純文時代の集結泊跡のあり }Jから、通常 l 遺跡が示す~HIが日常的には ・ーつの構
成単位として生活をおこなっていたと考えられる。純文時代の!.kr6の椛成について
水野正好氏は、 lifi跡が示すまとまりを地縁集団とよび、その領域との凶係につい
て次のように冷している。 すなわち、 前期以降一つの鞍穴住J~oを l 棋として、 2棟







であろうと与えられるからである。 山閣官11についても、狩~iíl状のは.弘闘に11: 11 して
その一定範l庁lにJt!HIする払紘のあつまりを原始共同体としてとらえ、この 定ー地域
こそDil始RliJ体のfト前倒であると論じている rfj原F詩文氏の研究からも、 IliJ様のこと

































日本海Jj~砂li Iプーに ，'f.地する波子遺跡出 Lの上およからみてし、く 。遺跡付近のlt!.1'は、
火山岩問、イヒilÎð岩質の ~Jð布・のほかに三~~II変成行にJJ;づく変成れが分布する。 I: (，~の









































v.(t拐や保集のさいに .II.~(J~J に J，l}{ 1:したものといえよう またこの遺跡を・時的川{J:





























に入った地域にもあらたに出現するこ ともil::なされている 2J) こうした中・後期
の集結を形成した泣跡の集凶の訊即jに悦点をおいて、土器の動きを検討してみるこ
とにする (1χ|版第5、第7図、第3.&)-
広，1:)VIU 1i辺 111 火山貝塚は広品川松Ik~rnJ;~に位置し、 nÎjJVJ Ilíj 、 I~から後即l初頭の時
期の追跡で、'11J切を中心としている ~4 円分析した仁器は中則船Jじ式とIl，.f三日式の













ヲj:1 '}，.: 飴土中の岩石鉱吻 (訓F内足H~地波の遺跡)
55 
船元式 1:総とrlL-iミIl.l-l 上総4J1-に傾家変成行の J，t~ :1..:I;}H岩 (附版第十2・3)がみられ
る。さらに山猿)1の現河1から約30Km上杭のfl然出防上に立地する、ケンギョウ川









































跡でも i 点確認できている。 おそらく沿J'I~:mの泣跡を践した集団の一時的なlr!}住地




。 30km d 




























4 : 1.. おの移!f~J と土詩型式
(1)滋f~'[!辿跡の3極の上総





































の中山地域には両地叫が抜雑に交錯する部分が仔(Eし、現在の海Jj¥ ff11~ 1' :ij'iJ也の地積
物には両地質の摘成物が混在していることがわかる【35)
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(Oi立川 qq.:.r ，~) .1.，> J 。は1¥1}J'， <1(ニF多目u ある
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分析'1-，6~ (.:lヒ ~l系土2号 13-24. f色f悶系土 6~25-49)
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安i9ドl







以上のような : 1 "，慌の分析から、 ~fX虫式上器はいずれも滋賀里遺跡を合めた琵琶
湖南部の地域という範聞にその型作地を求めることができ、また北陀系上器の大半
はり!らかにJtl0iJ也Nからこの追跡へ般人されたものであるということがり]らかにな




































































bichromc on finc buff (外相l上ハラフ式
1:誌に額似)
ubide style 
black on buff 
black on buff 
black on rcd 
red unpainLed 
gray warc 
black on buff 


























































































































































































( 2) I'. (，~の修動と.!u1本の弥生文化
こうした迫賀川式上総の移動をともなう人の動きの中には、新品mo;t遺跡の:1:器
のように、 .~u:.:!耕の伝情とは無縁のようにみえるものもあるが、これもおそらく































































製作j也のxが)J ~i学 (I~J視点からの識別に加えて、胎上組成のiTIiからりj らかにでき
るならば、これらの紡民を総合して生産地の同定をさらに進めることができる。そ
























(.7)、 j勝H日日 I :r-では|瑚山県勝央 m~J防火IUJに分(riする 4 泣跡から出ょした 12-13世紀
























気J5& 分析試斜(1 ) 
:削T|巡 V~: m 。: j出 ir"t:t4Iff ~J'lm |分析部位| 時 JI 
一I~j 〉ζ :r， ~)山県側目iíilj (Jllm問符 醐 1;川口糊 ~-自i 61∞ ~ 口総務6101 り鉢ロ綾部 161世紀後楽
1' 
6102 I 'tl( ロ絞都
不必11}l[1 :~; l&hJIWilllj刊行Jlml下 り怯 6103 すり鉢 体部 ー
6104 'jJI'! 休部，1， 6105 ぢ!It 体部
6105 -rり鉢 底部
-・n、~: 6107 すり鉢 ロ銀総
6108 すり鉢 ロ録音宮 -16世紀中楽・
Y~ 6109 ~ ロ縁部
6110 lJt，! ロ縁部
n1' 6111 すり鉢 ロ主主総
6114 翠E 体部
6115 ~I'l! 底部 lー
一
1 谷 宇 |剛1附州仰If1 jfi ! 6169 If.l 体部
j，f[六1 6170 i先 ぽ官官
nr; 6171 霊2 体部6172 正S 体部
11 6185 l先 ロ主主部
Ha な jミ ~'~ :~ 阿山県防火l:~n高火田T1 1l )ド 6173 以i 休部
6174 必 体罰官





ニ ス ~"r 注; 附11以g;火1:日防火If 6176 3活 体罰i
・:r ).Ifi'Hli 6177 ~ f.j;部
6178 :! 体部
N~ 6186 E怒 体部
j、 ~r 1 宍 |品JIIIM防火I:~防火liJfMI勾 6179 ま出 体制l
~:í 6180 !lti 休部
6183 以i fi¥: f.lS 
6187 w 底部
6188 必 体部
|焔仰 11 1 11 内HY，~ ~ 必 体部
~ 体部
6282 生官 休部l，}'t 太郎 三郎:匁 Ji<J，1l民'; .iþ紀1:~^， IHUJr 6283 ~ 体 flS
6284 鋭 体部
波 6285 重b 体罰i
ah 兵 l'?i 化 兵J，I1~，I;多記J:~今川町 6286 ~!'t! 体部i
，lt 6287 必 体部
6288 鋭 体部
三本峠火:笠 兵~Il民~~紀n~今m町 6289 !l! 体部 鎌倉時代、 6290 生誕 体部
三 本"~ ~t :笠 ~~Ii~，\φ紀I:~今!日田I 6291 E遂 体部
V~: 6292 5魅 体部
6293 5塩 体 f百l
6294 必 体部
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受~1I~，\f!{;)~ ~I; fl fJj<:田I
_k!，¥:字惣{乍~r -12也;紀後半r>; 
一銭i!後半
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|字)!f'fJ[s I 6198 
t I I 6199 
政投i内実 ! . ~知IMfiI!i;tli二川町北災 I 62∞ 
崎 16201 
6202 
S~~ tj!~市人 1(;.田r~t屋政 6203 























































































































策跡群| i怠 E轟 名 所 在 地 |側番号|滋魯|分析部位| 時 期






青山池宮議 ~知弘知多郡美浜町奥田 6247 ~ コ_13世紀末~
6248 ~ 体部 14位紀前半
十待 小限池古祭 変奥知県知知多行郡美浜町 6241 m ロ綾部




合 I ~?4~ 体ロtま部1?fi住 23号潟 愛大知県福知字多郡阿tJl久比町 6210 
1-14附半字住 1.6tJl I 6211 護主題 体 部"liI1 m 6212 
6213 主題Z 休体 部1
!i'J; 
ih~ ~ t!~ 1号窯 愛知県常滋市字高lt.Z I 6226 




m ~谷~ 愛知県答柿多屋 |6m すり鉢 I-~世紀後車己半字南~~ I 6238 すり鉢 ロ綾部6239 き~ j底部 -l7i立;
I 6240 ぎ込 底部















三五二辺¥一ー ザ " ~--~ 















守二 「 r 6125 6230 6241 穴こユ.〆











? 「 r 
¥ 7 
6200 






第 13閉渥~古無効t草分析試料(6116， 6118， 6120， 6121. 6124. 6125， 6129，6131.6134，6139. 6HO)， 
銀総古実務Z字分Vitえ科(6197.6200. 6202. 6264， 6266) 
第14阿 古ti持古~~事Z字分vr品主将(6214. 6216， 6217. 6220. 6222~6225. 6229~6232. 
6211. 6242， 62H. 6210. 6237. 6238， 6240) 
82 83 
線は.政射性"IJ1Ú~Jékの55Fcと 109CdからのX線を川い、 K(カリウム)、 Ca( カルシウ
ム)、 Ti(チタニウム)、 ¥In(マンカン、 Fc(鉄)、 Rb(Jレビジウム)、 Sr(ストロンチウ
ム)、 y(イットリウム)、 ZR(ジルコニウム)、判(ニオフツを測定し、標準試料の1(iと
比岐'1¥交JI.して合平1・Aふ細lfvtを求めている。その車内外iからCa/K、Ti/K、Rb/Zr、SrlZr、









(3 )胎 tの元ffi~l J広にみられる地域差
以 kの万法によって得られた件窯跡群別陶;慌の Jê来組成を、)1;京j止比のJ~で第9表
に示した。ここでは188点すべての数値をあげることは重要なぷ味をもたないと判断
し、その一部として4;忠跡群の 1~(をm ，l成したr すべての試料の 11((は注目の文献に発表
している。陶器の11^114~&および窯跡}JIJの特徴について既略を品明しておく 。 数値は
小数点以下 6 桁まで求めたものであるが、各窯跡~~下相互のl~および、単 4設:跡11下中
でのIÜ~料 11自の斧手イ l・女IJな数字 l 、 2 桁をとり 1-.げてみただけでも、大まかに把鈍す
ることができ、たとえば以下のような点を理解することができる。
(1)それぞれのjじぷほ比の中でもHb/Zr、Sr/Zr、Fc/Zrについてみると、その値
は科試跡m:q ，のイ11.1 々の試料N~での Z~が小さく f足跡~1下 Iit位でよく近似する。またCa/K、
Ti K， Y Zr、'¥b/Zrlよこれよりもやや試料1iJのふをもつものの、比較的近似した私立を
とっている。これに対して~'n /Zrの他は非常に低く、 Sr、 FcなどよりもMnの合有i丘は
少ないことを示しており、かつ全試料にわたってそのも立は大きな差をもっている。
したがって、 Mn/ZrのItl，は胎土の地域特性の細目IJには適していないことがわかる。
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跡m.t1l1iの分知結*は.tir. 'j~なった形で導き 11\すこともできる。 ここでは勝11日川然、
英政;烹、盟締窯の61!l^l、制，iIÌÎi;r.、狼投窯、 j起~mの66側、丹波窯、常滑紫の61仙の
試料に分けてそれぞれについて分減した結果、以ドのような点が明らかになった。
( 1 )勝IslTl窯、.x!浪官、 l:引高窯のil下と丹波紫、?附?窯の1下ではK、ca、Fc、Rb.
Sr.Zr、ぬの7元本にもとづく)1，;京ほ比を採用して分減したのに対して、備UIj紫、 1虫
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近畿地ブiて'は・ー般に r~J柑j両飽の J:器 とよばれているものがある。この外側的な
特徴をもっ制えI.(，~ゃ妨げ 1 1-.総は、'11lti川内j也j戎だけでなく生駒l刈館地域以外の近




物である。 したがって肉眼の制擦による多量の角閃石と茶褐色の Jlfì上という 2~ポ
をもって製刊地を断1じすることには、重要な判断基準が欠けているように，也われる。
胎土から判定していく限り、含まれる角閃石の組成の細分によってその産出地をと
らえるなどの手続きか必要であり、現段階では f生駒西館庄の l:~ と，1.:駒西麓




tllの面砧nl .~)>から求めた数11((として含有率3 1. 7% 、 ~t馬吉日l以塚の仁;ii;では29.7%
に及ぶものがある (1χl版第82)。これが加えられたよ誌は強い光沢となめらかさ
をもち、悦和材としてj日 L 、られた立図は、第 l にこの外観的な~ポにあったことが














































































( 1 ) J台上のmm
土器、イ』路、ノトif;はいずれをとっても道具としての機能と材質の制正に深い関係
をもっている しかし L~研究においては、石誌や木誌と比較して材質への関心は
はらわれない傾向が弛i~ 、 その到lrlとして、第lに、 上総はその材質n体に強い共
.iill性をもち、さらに悦JV<:変化が加わったものであるために、側々に特徴を導きIUす
ことが知しいこと、 W2に、ある特殊な地域を除いてほとんどどこでも外相!1-.ほぽ

















































































































( 2 ) 
純文 1.総・1VI:.1'.総・ Ljtli&iの胎 i二( 3 ) i住組物の中にも悦イi し、~取された材料に本来加わっていたものか、 ffil也を作るさ
以七のような下続きにもとづいて、純文時代から占墳時代の f:6;iのJfiIをみていしかしそれがかなり純径の大きな砂にいに泌干1したものであるかの諜別は難しし、。












定義は粒筒O.02mm-2 mmのものをいうが(1 5)、O.lmm-O. 2mm以下の小粒慌の砂やシ
摘での使川1.'1'の'it位と認められる上総だけを扱うことは不司能に近い。したがって、
ここで分析した31ftの上総は、それぞれできるだけ時期制の少ないものを迎択し、





















































































































































































あるいはイミ略多1'))f~の、持状、角状さまざまであり 、 0.3mmの )[;.1棋にしたがった測定
法を一定にしておく必~がある。ここでは雲母など持状や板状のものは、帽は0.3mm
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.えil Jf，{~!lxl r.r号 f奇ザ 時期 1土地点



















































































































































































































































①縄文 l:~ 下京tV;~佐;(ìrli飯合作追跡tI¥土の上探37点の胎 uこ合まれる0.3mm以






②純文晩JUJ終~-弥11:.lìíjJ9]の上保 是)11 中居遺跡でJ~{判11 -1:した純文晩JUJの大
洞A'式七誌と崎、1・lijJUJの砂択式および辿賀川系土ca5についてみると、 ifl29Iχlド/互の











Il26凶 土締2a分担?試I羽3)縮尺 1/4 (梨地部分Ij 夕、:r~)
第10-12誌にボした純文 1:誌から土師器にわたる 31手の 1:誌、計126点の砂の合有
事はlij述したように、砂とdめられるもののうち0.3mm以上のものを選以した数値で
あり、胎・1:に合まれる砂の全体ではない。したがって微粒の砂を合めた全体の合有









文晩期i終点~弥'LI -.~では 8 点で17%、上nlli 器では24点で55% と徐々に!\'仙日し、土
自IfJl*で;~，1ì/1する この現象はlリlらかに素地の選択があったことをぷしているが、こ
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1.<11 ‘ー 則 L %I~式 It.轟9 1.<1-1 ‘ー 問 土 語録式 土器轟培
嶋貫・1・馴 的丸1 13 H 縄文仏蹴 元(1'占山t ‘~ 
2 同st・1''' 的Xl 7. 4!s 蝿%ltM 北(l)1I上層 ‘rn 
3 側主・1・馴 納広1 201 49 縄文IkM ~t臼 JII上層 4ω 
‘ 嶋宜‘1・馴 始ん 出 50 縄宜{且朗 化白)lfl:刷 拍1・
s 同文・l・即l 出本H :It 51 縄文¥kM 円 曜、下 K -x(~古山 1 402b 
6 縄t・1・馴4、Il即IW岨 ItWIIC s.a 52 崎宜{色川 ー・、:，>K-x:(.I;占山1 426 
7 帽す‘l ・剛 ~;-I‘ 朗初哨 Jt(I'IIC 152 53 蝿宜怯鵬 Krt 4泊
8 同Z‘l'捌~.-Il""初~ Jtn川じ 46 制 嶋J(!tM KI屯 427 
9 縄文中期』、tl期初峨 JtflJlI C みS 55 縄文唆眼 CI1町唯1b、組踊 .，7 
10 蝿主中間A-Il闘初嫡 北白川じ 101. 56 縄文処賜 4.措
1 時空中LH-ーIl削初岨 .Jt白IIIC 49 57 嶋宜司tM 温買量Rlb ‘36 
12 蝿宜中間よ~持問初噛 首:白川じ t鈎 58 嶋宜町tl'Jl "圃圃1.b ‘31 
13 圃空中制点-IU.I初咽 .l:nlllC ル3 59 縄文晩朗 51賀・" . 岨
14 蝿世中跡事、tll'JlM峨 .l:n/lc 7': ω 縄文堤周 員鳳 533 
I~ 縄文中期本、{長期初煩 .I:(JlIIC 55 副 縄文唆制 量，. 4!、ら
16 縄且中MA-怯111M鴫 t白川C 47 健 闘文唆悶 且，. ‘87 
17 縄文中馴.j;-¥k問初蛾 北白IIIC 37 ω 嶋宜司tll 焔倒、員原 ‘55 
18 縄宜中捌A;-也朗初蛸 JtfJlIIC 110 64 縄文唆則 員. ‘舗
19 縄文中間1;-1量削初同 JtWl1 C 1ω. 65 縄文晩期 Al輸『量鳳 451 
20 縄文"・朗』、・{史朗初輔 北(JIIIC 65 以』 縄文唆制 員胤 547 
21 縄宮中捌A!-l~捌初噛 Jt(IIIIC ι， 67 縄文晩期 貝原 492 
22 掬%'1'捌.j;-IUIJ1JllJI 北山IIIC 170 ti8 縄文唆制 .<l柚 4ω 
幻 縄文・ド.II!..I;-IJiMIM!I Jt白川じ 134 ω 嶋文唆則 必倒、貝原 542 
24 崎真・1・M.I!ー l量賜初M Jt白川C 17~ 70 縄文晩期 員. 民泊
25 縄E・1'111ふ-1~M !lJAA It臼IIIC 48 71 縄文晩賜 貝原 502 
26 縄文中1II..I.-lllII初抽 ~toJIIC 77 72 縄文唆麟 量減 氏掲
27 縄StIltIllIiJIA 中，. ~14 73 縄文晩M ，()筒、量鳳 517 
28 蝿sr.1~lIIm. '1・il 232 74 縄文唆鴎 量/1. 47・
溜 縄文i主MLl・a ‘1'，. 24J 75 縄文唆麟 - .76 2由 縄宜中IIA-仏納門書血 止白JIIC 63 76 弥生nM 詰込
JI 縄文中tI:捌初場 中;， 2~G η 蘇生前期 民蝿
32 縄文中11..、l、MIJJ醜 .Jt臼JIIC 首晶 78 %生前闘 587 
33 蝿E中MT-ltMW鳩 .Jt白川C 61 79 弥生前制 虫剤。
34 崎空中釧1-II.Ml市峨 北白川IC 118 ω 弥生町剛 公曲
l5 縄宜l主制 ;ltSIII上嶋 408 81 弥生前眠 576 
36 縄ltlLI Jtl)'1I上層 出J宮 82 弥止".111 説渇
37 胤Sttk即l ~tWII J:.，'II 也ぷ5 83 縄文中MA!-IkLI初蝋 .，ItOIlC 71 
38 胤且{量削 JtrJ'lIl.l1f 2G7 SI 縄文中刻 納凡H 20・
a9 同空l~即l 北白川1.If 盟.G 65 嶋宜単11，1;-例刷初制 Ib 
岨 崎文l~削 北白11刷 270 8G 縄文中期 風水1 31・
41 縄文険制1l1i '1・1. 237 87 縄文中M.j;-依期初鯛 .ltClIlI C 制
位 蝿 IU~剛 ，It白川 UI 幻4 鎗 縄文中M.f;-後期初餓 .ltrJ，nc 101 
43 嶋'stl捌 北白川 t刷 幻2 凶 縄文中M，f.:-依期初期 l・t・.. 222( 
44 縄吏Ilt捌 ;t;ulIl:/I 宮73 !lO 縄文中期ふーIi:M~7娘 .lt白川IC 1ω 
45 縄文仏朗 .Jt(JIIJ!，楢 話。 91 縄文中期ι-1主.LU'銅 .Jt臼IiIC 105 
















































































































































4 3 z 
























tI胤 n 1/11 鴫 ジ 1/ UIU It λ 仲 ιー + 紬
H IV 
ン
• I JL 溜'J.: 関 11 '} 
'ー
~ I IJ( 10 倫 ~ 』 ン li 
仰 m 1， 飢 ム， G ¥': むむ 争 ~J 
3 1 2 
ト一一
2 
1 1 主 3 4 3 I.IA I!\'t~. 
主 '. ~ 2 噛守:'1‘IH
1 2 2 3 2 主
3 ， '. 2 3 
3 1 1 z 
1 1 z 
1 z 2 2 
z 2 主 z 2 2 1 
1 2 1 2 z 2 
主 2 2 1 2 
3 1 2 2 
3 ' -・
z 主 z 
" 1 1 2 
3 2 2 幽滞在的i
1 1 
記 2 2 
" " 2 。- 2 
九 2 1 1 
" 。-
" .， 
z z .， 
3 。" 3 
Z I 3 
2 1 z 
3 1 1 1 
2 " 2 3 圃舟U舶1.
2 z 
ー主 2 z 
3 。- 2 z ・ー帽a..i.
2 2 3 紬品嶋田舎量
2 2 圃慣白血曲L
2 2 2 圃慢なItlι
3 (1，閃(，~ ・
a 2 " 
1 1 
2 -・ 2 
z 3 2 角関I;~・
2 l z z z 困惜IJl¥上
3 立 " l 2・
3 -・J. z 
2 " 2 4 2 同li規，..
"・ " 1 九 2 蝿討E血事且
1 
幽1:11納 i
2 2 1 
岡市白齢l
z 2 
1 1 2 1・
2 主 3 3 2 角関h ・ 圃石鯛~.
1 2 1 3 a 回1.11'角関hJ.且
2 主 2 
通 4 t 2・ 向閃(;J..
1 l 2 1 2 
:1 1 1 
1 2 
2 
1 " ‘P -・! 内閃1.J.・
1 2 4 1 
向閃1..量
3 " "ー 2 
2 ~ 2 2・ 内問b多量




石 t/l It 伺 ‘ a 角 国
。a 砂 .~ 今 地
') 1. 胴
可血 冨 百
ルン .c ' A 
員: 員
J( 閃 コ ラ 思 成山 It 蝿 " y 
J( 石ト 百 百 " e 百 周 :;，- li 百 右 怠 司自 曹 t雪 争 " 
62 ‘ z 2 
2 2 
ω ‘ z 3 
2 2 
“ 3 2 3 
2 3 角閃百多量
6s 3 2 3 1 3 z 角関石'"且
66 3 3 2 l 3 2 1'1閃6'"量
fi'I 3 t 3 3 z 2 角関lj"量
喧畠 3 3 2 3 2 角閃6"'.
E畠 3 z 2 3 z M~百多量
70 ‘ 3 2 2 7' 3 2 2 2 3 3 角関石・ 圃15"'"量
72 2 2 2 3 3 2・ 角閃5 ・ 圃 15 ~闘争 直
13 ‘ 3 3 
7‘ 3 3 2 3 3 向閃百・ 園高周多量
1$ 3 2 2 3 3 
角凶6・周石間多量
76 ‘ 2 2 
2 
17 ‘ 3 2 
2 幽'aな胎土
18 4 3 2 2 2 
19 ‘ 2 2 2 
2 
80 ‘ 3 2 
2 
8' ‘ 2 2 
2 z 2 
82 4 2 z 2 3 z 刷aな!i;土
83 4 3 2 3 z 2 2 2 
84 ‘ 3 2 3 2 2 2 2 
2 
“ 3 2 3 3 
1'1閃百・ 田151llJ..:I
86 ‘ 3 2 
2 2 剛直な置1土
87 4 2 2 1 
ω 4 3 3 1 1 2・
個 ‘ 3 2 
2 2 酒量.'i!f，&)主
90 4 2 2 3 2 z 固a:な劫土














































??????????????????????????????????????????』???? ?????? ??????? ?????????
?
?
? ? ? ? ? ? ?????
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?????? ぉ??????????
? ?? ???????????
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ??????????????????
?????
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?




??????????? ?? ? ? ???????????????????????













???? ? ?? ????
?




????????????????????????? ???? ? ? ? ?
?















? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
』? ? ? ? ? ? ?
?????????????? ??? ? ?? ??
? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ?
??????????????????
???
? ? ? ?
?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
??? ? ? ? ? ?





















































































































































































































































さて、 81l1.の試料2の 1:誌についてみてみよう。この l点のl:総だけが1I台i:全体
の元ポの合行本において、 ~'i;(J鉱物の分煩と異なる結果となっているのは、おそら






































間山 ll，L合政 Ih 初.~築!泊、 11:)11fi:tAは1976年から1988"1'-の|出に7次にわたる発掘制交が
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2 . . 36 • . 
3 4・ . 37 おJl ~1 号t.ft lt1鉛
4 4砂 ねぬ~~台 sfJI 38 4・ • s 4・ 令 39 . . 
6 ， 4砂 40 t5Jl~証 Ilt検2ß 4砂
7 4・ キ争妹“台 Cl員 41 4砂 . 
8 4砂 . 42 . 4砂
9 ，.， . 43 ilぬ，Jli!事 鐙形土ti
10 " ~\ fl2:;台 O!!， 44 4砂 . 
" " . 45 φ 4・12 . " 46 立絞嶋氏遺品 特fUUl
13 " 民警Il吸 47 4砂 4・
14 " φ 48 " . 
IS . . 49 今 . 
16 . . 50 φ 4・
17 . e 51 " . 
18 eャ " 52 " • 
19 φ φ S3 4砂 小形u台※※
20 " '砂 54 4妙 4秒
21 " . 55 " • 
22 (ドI~J!f" ・} 術H~ 56 伊予t~IIJjUtf術品1曲 特責Ui台
23 " " " 57 . 4砂
24 . 今 " 58 . . 
25 欠航IllIi'IJI'串 " 59 富山tJUHf . 
26 . . 60 今 4砂
27 今 4砂 61 . 4砂
28 ~喰N'II 宮)，II'ln丘 ~ 号本~2;台 62 上原遺跡 特lU.U
29 . " 63 . 4砂
30 . . 64 . 4砂
31 '1:石神1s.l.'lttl丘必 斜~2i台 65 . 4・
32 4・ 4砂 66 . 4・







































































































































れるおイi鉱物についてまずみていくことにする。特殊器台の八 ~Dの 4 頒は、 1'J 閃
石と W'_f:舟の合千íl.lによって大きく 2 租に区分できる。その l つは A類と C矧 ( 1~
3、 7~9) 、他の l つは B類と D矧 (4~6、 10~12) である。 A類 ・ C煩はその含有
量が少なく(図版第91 ・ 3) 、 -}j、日類と D婦はきわめて多ほの角閃石と ~R'li:母
を含む J:端である (1χl版第9-2・4)。この点でrl可.fi-には大きな去が認められる。 A
類 ・C知、 B頒 ・DYtの21洋のIUでも若干の差、つまりA矧はC煩と比べると比較




楯築遺跡の長顕dlr も特殊器台と IliJ拡の 2 組組にほ分できる。その l つは 13~18の
ような、特殊器台B1;(1 ・ D類と同保に角閃石と:，\t~: 旬:を多i止に合むもので‘あり(図



















2 I 2 
z 
z 





? ， ? ? ? ? ? 。 ， ?
第20支 給土組成による分究員
i\í築特殊2i台 B~t. 0頬 4泊・築 特殊器台A類.cm 
長顎資(13-18) f主要員査(19-21)
鯉食神社特殊2t台 よ束 査形土器 矢部lti向 ~+，子
生石神社特殊路台 r;~月 1 号沼地総





タl閃石.~依然母を多Ji lよ含む 石英 ・長石矧を主体として、 砂校はごく少止で非常に綴術

























料と比較してみよう 也坂出仔慈の特殊器台 (46-52)は2併に区分される 46・
47と51・52はffJI刈イ7と!.n'JJ.母をきわめて多i止に含んでおり(凶版第9・8)、これに対
して48--50は向閃石、 !\U~ム:(手の1は少ない。この点で樹築遺跡の上器と比岐すると、




































































( 1) Utl成以 l)íIのぷ地の"~I結
















いずれにしてもオ~~ . ~)J総に l則して必要なことは、 吋w.性や収納などの性質をも
































ある。 粘性あるいは粘 り気という認を土誌や陶器の技術で用いる場介、 IIJ~IWI・の何
度をあらわすことが多いが、このlIH世性と粘性や粘り気との，i!?を{jI!い分ける必嵯刊
は次の，1;~(にある 。 つまり名'iYI:や粘り気というのは成形していくさいの材質の I のび l
とよばれる性質に|地係しており 、 "H'll性とはその 「のび」 に加えて)~を・主iiに保つ、
いわゆる r l協の強さ J とよばれる性質を波ねそなえたものであり、 IliJ~liltではない。
したがって過剰の水が加わって可塑性は失われでも粘性は依然tf.{f-し、それはれhや
水にもμイ1":する性質である。





あたる、l辺 1mの{!.1 1~ ;;を粘上の定義の一つであるO.02mrnの¥'f.J体にまで分知lす














はあまり作JIしなくなる 7 0 
以卜のように微細!なも'j1'，においては、その|出に}JIわる水が粒子I-iJLをすべらせる
働きをすると|品川に、/}<のI;JUJ によって純(-が111~限に離れていくのを止める)J も同














































































〈注38の文献. r)ucc~，(}， Analysis ， Fle:. 3.4) 
146 



















































る 42)。ー その立見にもとづいて小林行雄氏は 阪氏の600泣から700度ぐらいの低
い火j立で、わずかにおよ)f~を f~ちうるていどにしか焼かれていなし、J と述べた【4 J)。





























































































































訂:雌盛治氏は、地 F以:.U~字以~1Il r_の純文上総を、弥't 上~や県原周辺のあIj Iニな
どの比較資料とともに分析し、純文土探に700-8000C近くの温度を推定させるもの
もあるが、火部分が550"C近くの制度であるという粘民をぷしている。これに対して、
~J'! ~'l( 誌は9300Cから急激な収納泣化がみられ、この近くの制民であったという(r. 6)。















































分N" :J. ぅj~Ii' :1:日:;
X ~~;! 1 ~'Í"分 f'j 't'.JYI-II~ lYI 
古島 n.，t; 'jJ ~ ;1:') "と ，jljJUI. '1・H;.JUI
'I"JU)-U免JUI
'1，JYI-1I免JUI
;J ~ i先月九分 !i
'1 JYI. 1;. JY 
fじり:分 .flj'l，i;jJlJl.'1 JVI 




I ~f( うじ ì~ I~ 
500 600 700 800 900 引JIl文 i紙
分!日えnの出: I:iill~; 土2~型式(LHm分} 鋭成ia皮 (C) 
500 600 700 800 900 
1 岡山県色久ll1i牛:ぞ出ft'nゐJU忍 早.IIIjjql lJ~文土23 -・
2 岡山県邑久llf，斗ニ25田fJ!.!み只以 平JUIW~文よ22 ・ーー
3 ぬ玉県志木市水子只塚 m浜式{長!自己) 一4 1 JO)玉県芯本市水子JUぷ 黒.臼i式"ふのC:ニ j~‘、ぷ分) 一
5 1 ilO;': I:~ lit田谷区約総池~tíil Jf IJlI I泣.fIJ E J~ 一
6 1 :WJ;: r.&也:lß 谷区釣錨品l!.~tjrm・ 1.111・I~f{lJ E j'¥ 一
7 ふ滅~\\Ht&1to;紀初Ir冬*只1Z 1成之J'-J2 式(n .~3r.) 一81:;;城県篠島君f，総初ISJ冬イ、w玩 nu台flJB2式{腕81i) ・ーー
9 千31H¥UGI島市銀兆 1m'i7.fIJB 2 式(~fl8ß) ・ートー
10 Jkぷlir.!反1M;区小豆iJUU.it 加l曽利B. ¥:(制的) 一
1 間L1HI¥笠間市笠間工的iグラウンド遺跡 中i主式 ー~・ーー























































;レ 15 。ーーーーー・0 。 。。旬、
。









~w.えの|オ11.により 200"CでW， 1. '1'の出合ノドが脱水され、 6000Cで紡品水が脱水され、












4 剖iはもとの粘土にもどるものもある。ところが500-60QOCの熱が加わると、 tr'it 
鉱物を構成するill:~な~ぷである、姥京(Si)、アルミニウム((\1)、酸素(0)、水酸基
(011 ) などのうち、挑~;.k ( 1ての引JI文でいう結品;)<)として含まれる(01)が、 01 十
OU--.lbO + 02 のような反応をおこして、水分子として政1されはじめる。このこと
によって粘土鉱物はその榊浩がくずれ、原子の配列も変化して節水型とか脱水型と
かよばれる非品質の紡品となる。たとえばカオリン鉱物はメタカオリンとよばれる




































































































~JLI!( &iと j毎成粘土の性質5 土誌のよ面をを丁寧にJúいたようなものでは、日f1i~によって粗い粒子が内部へ押し
~Ji忠慌の溶融現象







ないという指摘がある。桝自主彰 -1¥は、 I: r.，~ (，1.}やJlll~の製作.に迎合するようなもI'i上
:吹J11:的あるいは栴l点)1'(;の枯 1:てあるが、 11地の粘 1'.にくらべて淘汰が進んで
おり、 l耐火 J rが低く、釘i忠誌のような，:"~~l，H完成に適しなし叫Ij 1こであること、須1主総
製作に1史川された粘よは、花i品計;あるいは雌灰告のj孔化分解物rl米のカオリン系鉱
は、













訂'i .'l~ (，1.}と陶誌に用いられた机上として耐火度のl面から 、 迎合する性質のものと適
什しないものが存在することは~- ，Ii学の中でも注窓されていたが、これ以後、海成




























( 2 ) 海成粘土の化学的性質
陶己，'i窯}止?!下 ，ーHJ-を合み、大阪湾を聞む広い範1mの平野:'mと丘陵地を形成する粘























M 14A・l 第23京 大阪届併・大阪沖樹脂・大阪湾jま泥の
車業と ~ft武の合平1<が (9ó)およびpH 包
(注71の文献.198村1:'の去2・2)







刈瓦:-~， tl : Cu(N，)， 18mA 32KV 21"，川 .4 '-4 








ー 戸ー】ー・ー 四ー嶋 ーー，ー『ー
t~(P' 統的(5) ρH 一 一 一No 8101:平時 007 028 
A: No 7-No 810tH ー 0.30 80 
No 7M車4 008 031 ー
'一ぽ必土 帰国事占土層 一 034 81 一 Ma5 004 172 24 
Ma4 004 074 37 
Ma3 004 0，38 " 3 一一一Ma3 004 099 38 
Ma3.血ト 005 009 65 
千里!山火山灰噌.caよ 006 nd 7 2 土








1・，\~11書号 千製山火山 Ma3，*ょ Ma3 Ma4 Ma5 1天lVIiliよ
5，0， 5655 61.82 5381 5488 5347 
T，O， 060 068 051 069 069 
AI，O， 17.84 1509 1731 2037 2184 
Fc，O. 283 432 657 317 278 
FuO 362 199 1 64 082 1 65 
MgQ 206 163 1 23 072 1 15 
E泊。 107 090 039 057 036 
Na，O 2.41 197 20S 231 1，97 
1(，0 2.18 1 57 193 1 76 1 65 
H，O・ 441 " 584 " 7 16 808 6 18 
H，O 525 361 522 586 553 
s nd 009 099 074 1 72 
。'()・c 11 07 1 6 11 1 9 一
10Wl・2 9994 10021 10041 10107 10089 
.酬 一一一一一
同日.10>>(1)，1 J.') 0'0 Cの1&モ-.¥L.人






るu !1~23 ・ 24止は、これら 4 柑頒の粘土における硫黄合有率とその懸濁波のp1 fI(i 
(;J<京イオン浪位指紋)である 硫黄含有祉についてみると、大阪肘併の淡水成粘
土では、それが検出されないか、合まれていてもわずか0.09%という数私立である。
これに対して、時1.の大阪11'1l'tの海成粘土はO.38~ 1. 72%と尚く、 l'iJ憾に大阪湾海






















































































賞;25~長 :~\!:.~ (1・2)と瓦(3・4)の蛍光X線強度 (単位:IOOOcounts/sec) 
試 料
構成元糸 2 3 4 分析綿
C 0.1062 0.4123 N.O 制.0 C -Kα 
F N.O N.O N.O N.O F -Kα 
ー
Na 2.1563 0.7520 0.8233 0.7742 Na-K α 
一 ー
Mg 1.2917 2.3176 1-4899 1.7099 Mg-Kα 
一 一一ー
Afl 115.6 183.5 183.4 190.3 p& -Kα 一
Si 373.8 302.4 348.5 336.4 Si-Kα 
P 0.3033 0.8038 0.2514 0.3489 P -Kα 
一一一
S 0.1723 0.7740 0.1195 0.1248 S -Kα 
一一
ω 0.2847 0.3952 N.D N.D c2 -Kα 
一一
Iく 15.4544 9.0171 7.2205 8_3934 K -Kα 
Ca 18.1809 10.2965 6.5098 4.8364 Ca-Kα 
Ni 0.0023 0.1657 0.166 0.0142 Ni-Kα 
一一一-
Cr 0.2098 0.2010 0.2045 0.2029 Cr-Kα 
Fe 112.5 165.33 101.0 115.4 Fe-Kα 
一
Cu N.D 0.2079 0.1924 0.1653 Cu-Kα 
Mn 2.2924 1.5934 0.3917 0.6393 Mn-Kα 
Zn 0.7251 O.C)640 0.6089 0.4005 Zn-Kα 
Co 0.9468 0.9103 1.0586 0.9637 Co-Kα 
一一
Zr 4.8516 6.0597 9.7432 7.2930 Zr-Kα 
一一ー
SI' 4.0997 2.7694 3.0553 2.1474 Sr-Kα 
トーー 一一一一
Rb 1.0779 1.4406 1.0935 1.6087 Rb-Kα 
一 一
Y 0.9649 0.6285 1-4206 0.3263 Y -Kα 
ー 一
Ba 0.0833 0.0874 0.0858 0.0839 Ba-Lα 
Ti 1.0938 2.1755 3.3802 4.0595 Ti-Kα 
W 1-8610 0.6588 2.3545 1.9065 W-Lα 
167 
.îr;26~ 紋íl~~ (1 . 2)と瓦(3・01)の蛍光X線分析による他定浪皮 Oil位:%) 
試 料
』ー
初成成分 1 2 3 4 
C 1. 75 6.39 N.D N.D 
F N.D 'l. D N.D N.D 
・ー-唱・・・圃岨幽薗圃圃 F園町
Na20 2.18 0.74 0.81 0.76 
MgO 0.61 1.02 0.66 0.76 
一
1¥.2203 15.05 22.83 22.78 23.72 
Si02 uH.79 59.04 68.53 66.88 
一一
P20S 0.051 0.013 0.043 0.059 
一 一個
S03 0.040 0.17 0.028 0.029 
一ー
ω 0.065 0.085 N.D N.D 
一一一
K20 2.50 1.36 1.17 1.35 
CaO 2.66 1.36 0.92 0.68 
トー一
NiO く 0.0005 0.004 N.D < 0.005 
同・園開園町田ー、 一
Cr203 0.019 0.016 0.018 0.018 
Fe苦03 4.60 6.07 3.85 4.41 
一
CuO N.D 0.003 0.003 0.003 
MnO 0.12 0.078 0.020 0.033 
ト一一一一
ZnO 0.009 0.012 0.007 0.005 
一一
C0203 0.027 0.023 0.028 0.025 
一 一一
乙r02 0.023 0.027 0.041 0.031 
一一回
SrO 0.020 0.013 0.013 0.010 
トーー 一一割
Rb20 0.005 0.007 0.005 0.007 
Y203 0.005 0.003 0.006 0.001 
s30 0.052 0.048 0.050 0.049 
一
Ti02 0.32 0.55 0.91 1.08 
一














































































( 1 ) 水簸の1.1的と J京地の性質










上~ ・ 持J~にJ1)~、られた粘|二について 、 考古学ではその斑状から、粘上化された
場所に伐刑して抑制したものを唱次粘土、生成した粘 1:が地Ju}<や凪で運搬されて
jljJfl倒したものを.次村iLとよぶことがある。 この 司炊.}.I， Lでは母おが自然に変質
して粘土化し、他の柿成物をとり込む作JIJが少ないために、イi機物の合有益は低い。
ゾーJ二次名'iJ.の場合は、地-A;;J<や風などの力によって、生成された場所から般れた



















おり (7~ ， 、また 11 .'1 1 1.也ょには、併比，Ii'1'"城山跡1¥ !-.の朱此|時代の~Ú，I.!.( (;~の'1'に、ま
ったく砂杭を介まずHi凡な村， J'.のもので、そのような Hlli加は徴税て~6iJ! く焼き締ま
り、透水市も制止(出と笑わらないものとして、これを，}<簸がおこなわれた例として
鮒介している (n )。さらに川崎彰・氏は 「陶器は一般に1J1.味の判I1.が他川されてい
て、他の鉱物を出じることはなかったらしし、。しかし子安時代後期においては、引
妹な指物、たとえば愛知以!，l10_:14 り~/H 1二の花文1mなどに{史川するばあいには、と
くに良質で鍛常なf，'j1.が使川されていて、水簸されたIJ能性がある 止いう (7(" 内
上器 ・陶誌の製作にあたって、，}<簸という工桂の探川は製品の判'nをN('，するJJ，;
本的な技術の・つであり、そのH的の第 lは梢織な胎1:の別品を1:み/1¥すことであ
り、~~ 2 は磁33の'~('I .において大脱税におこなわれはじめた日的の、"J!!，¥/，の発色に
配慮したことにある ~' ， I，学ではこれまで、京地の製作過程て水簸かは川されたか
針かについては、 Jfi1.の制第から級官あるいは租肢という相対的な比牧にもとづい
て品"命されることが多かった。これは水簸の効果の第 lのli的に凡uしたもので、




あるいは体II'II ，~"代の<ì::~(，誌やガラス担 silt の別.&î:にあたって、村j IA'1のい1(1IJ'~'悼のた
めに川いたll~ 1-.の1'r成などにおいてもイバ正した可能性が向い、 u ん!Hh1i t，'j 1. '1の鰍
情な部分を保l脱したJ品合にも、 !I:W過日で多1の水が{ノ1:JIして，}<.簸とIliJじ対j民があ
らわれたものであり、 l，iIU~ に1，li良なあlj 1'.を求めることは可能である このようなも








-般に酸化雰囲気のもとでの焼成では、 usの般化鉄合イjhlと色との|則係ては、らば、 IliJ じ総柿の製作にあたっても、水簸された粘1:とその1.仰を経ないf~i 1.がj日
製品に焼き|がるもI'i1 -_ては椴化鉄は 1 %以下、 1~4%含むと象牙色から員色に、 4~したがって、ここでは側々の仁なされたことを知広しなければならなからである
7%で#色になるといわれている。--)i、還元雰囲気中では鉄が少此の場合はりlるい総 ・1旬以のJtiI.~の敏悦さという IliÎIJ、らだけでなく、ノ.1<1臓の?l:2の1(I(Jをも合めて、








































?? 第28 ・ 29必は.山崎一雄氏らによっておこなわれた t~ ・陶器Jのてみることにする
化学成分分析の鮎*の _fi!であるが、それによって酸化鉄として三酸化ニ鉄の含有
i止を比較してみるこ とにする。ここでとりあげたあげた資料とそのH¥J_泣跡は次の
ものである 。 純文 I . ~は愛知11，~川原llIf古初貝塚、愛知県出知多IßJ天神山遺跡H\ 上、
弥生 J.~は愛知lりよ名，1jJ.rl J liIf~)1説貝塚、朝日貝塚、 西志賀民塚11\ 1二の1:総である。ま
た額以協は附 1 1 1 以己久1Ifj'京j瓜 l サ窯と 2 号窯.、同倉敷市京田紫、 I~JlIニ窓 lIIj' -t橋紫、
l古!長船町猪 V~紫、 ItiHIili日市大城谷紫、同邑久町天提紫と官luL京と六池紫、および
101.42 B{l26 











寄与総)jIJ SiQ， Tio， AItQ， re，Q， Cao VgO 
[開".{j 73. 86 0.06 16.37 1 1. 41 1 O.93 O. 13 
水il初 73.09 0.12 17.-12 11. 00 I 0.25 0.91 
1上利 7. 9-1 0.06 1.1.28 I 0.92 1 1.18 0.25 
水簸物 資待な
lt仙石~~.:~ ~.~: ~~. ~~ I!' (~91 ~. ~~ ~.~: 
水質量物 1~. 02 0.14 15.22 10.9 I ~ 56 0.15 
ID27'U 
愛知県米郷IUJ!，Um・7~}紫、同日進u!j"鳴海48号窯出土の資料である。灰軸持J(.iiは出笹
7号;忠、愛知以 司JflUJ:Jt '[tr90 りー窯、同黒笹 5 号窯、 i白j折戸53~;黙の各没;跡11\ :L資料
であり、磁ti;は1Icfl V，Lイi凹町長古谷窯出土のものである、7・3e









0.31 3. 13 












































































































































分 If ，草刈 SiO. .¥1，0. fe，O-;--TiO， '(nO <:30 可g() Sa，O (，0 Tota1 
第29Li 胎上の化学成分(2)(注79の文献，袋lよりー部改変)
J.l~1îF 
分1EfBTU13 Sl .~1 ， 0. トe.Q. TIQ， '(~O CaQ 1 ~a， O K.O Tota1 ~ R'li 61 11 5 16 ~.~ 2.11 0.12 0.01 O. 10 Q.43 Q.29 2. i1 93. S6 
" " 62 16.61 18.11 3.65 0.19 0.01 0.11 0.51 0.43 2.25 103.13 
" " 63 71. 62 15. 18 3.19 0.68 Q.OI 0.18 0.46 0.56 2.44 94.92 
" " 64 69.23 1.-1 3.13 0.65 0.01 0.07 0.42 0.29 1. 81 93. 14 
" " 65 69.35 11.41 4.69 0.71 0.03 0.50 Q.44 0.23 1.82 95.21 
" 紙 66 70.62 15.80 3.39 0.71 O.ω 0.12 0.39 0.39 2.25 93.71 
" " 67 78.39 li.30 3.03 0.11 0.01 0.25 0.49 0.52 2. S5 103.31 
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り多数のものは、純文 i二~や弥生 i二器と同じ程度の値をとる ( 17-65.109-113) 。
一点、阪執hl刷協では2%をこえるものはほとんどなく、 1-[.5%の範聞に集中する
(66-108) このうち!J~m7 号窯では劉必:lliと陶 6~ともに、それ以前の須必践と問
機の1をとる(61-71)。この椴化鉄の含有率のl苛い陶総は、瓶である点に注意する
必~がある。 また、 j火事Ih 険!日誌の 11=.産が定着した1時期jの鳴が'1M8 ~;-恕では、 ~J1必総に分
知されているがその到には、酸化鉄の多いf，ljtがJIH、られている(109-113)。全体
的に比岐すると、利文 i二総 ・ 弥生上器 ・ 須恵器のようなよ6*矧と灰~Ihl陶器との|出で
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R. E.Grim Clay Mincralogy 









る 四面体シートを作る附ill"では、 4 価の1EÎtU~iをもっfl~紫 H匝と 2 価の白川仰
をもっ酸点4倒が結合するものを)1;礎にして、網状に広がる榊造となるか、この
ときJI~ fiと散ぶからなる附iflI本lIii位での出荷の必~:えをみると、 4filのIRiUiI






うな榊造となる。また、 3fdliのA'，l.(r:jをもっアルミニウム l個を中心にして、 2
fdiのf!'di仰をもっ椴ぷGfl^1 が I~-位となる八 rtlÎ体では、正の f正予ljは負の屯仰の 1 /2
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などに梢崎彰一氏がぶしているものにしたがっている











































復ノじと、|日中琢、川辺 II{{ 二 rl~氏の大型品は占墳時代以降 'n して巻き上げ成j降、小















は、 .つの段断を経過して成j隠されている。第一段附では、 ff:~なの太さの枯 i，l!tを







O[Jl.;を巧・務し、大阪府陶E!l，l，;{ヒ J ll m.の資料のなかで、焼成Il.lの i仏製や焼成後の ~ílJれ
1.1が、品宇ぎ日にそってまるくはしっているものがあることなどをあげている。また





























附窯陀の鎚のU~Jig:11である 。 車内 1.*-11の部分とそれらの接介部分との発光i止の法がI!J]



























部分で'I=. じたと考えられる ii~~ 、ガラス)刊の形成が認められたC 1が十は持部内1mに付
ぶした状態から採取したもので、 l比大のもので長径約3mmxu.i予約2.5mm、M.:小のもの
ではi止筏 ・組径が約O.5mmの小1'でおよそ50点である。釧nであるため.tllr:のド~ii(i:I~J
係はりj らかではなく 、 これら全日1\を樹脂で附おして薄)\をfl.JJX し、~j'i微鏡によって
制捺した。これによって組純の状態を調官した結果、鈴刑の製作にあたっての材引
の選択や鋳造時の被熱に関する情報として、次のような点がりlらかになった。
Vi型のほぼ全体を占める部分は、判iJ二分が少なく砂やシル トを~く合み、弥'1 :. 1'. 
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